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１．単元について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．単元目標と評価規準 

観点 
目標 

 (○内は育成を目指す資質能力の番号) 
評価規準 

知識 
技能 

金属，水及び空気は，温めたり冷やしたりする
と，それらの体積が変わるが，その程度には違
いがあることを理解することができる。 

温度による体積変化の割合が，空気＞水＞金
属であることを理解している。 

思考力 
判断力 
表現力等 

金属，水及び空気の性質について追究する中
で，既習の内容や生活経験を基に，金属，水
及び空気の温度を変化させたときの体積の変
化について，根拠のある予想や仮説を発想
し，表現することができる。⑤ 

実験を考える際には，根拠を明らかにして実
験方法を考えている。 
考察を行う際には，いくつかの結果を構造化
して自分の考えを表現している。 

理科学習指導案                         

日 時：１０月１８日（金）第５校時 

                             学 年：第４学年 １９名 

指導者：森光 哲也 

 

 本学級の児童は，本単元のような「粒子」領域の
学習をするのが３回目となる。これまでの学習で，
物を粒子の集合体ととらえる視点は十分には育っ
ていない。粒子の保存性を問う質問（３年 物の重
さをくらべよう）では，50％の児童がものの性質と
して説明し，１名の児童は粒子と考えて説明してい
た。４年 とじこめた空気と水（粒子の存在）では，
事象を説明する活動において，空気を粒子として説
明した児童や，粒子としてではないがそこに何かが
存在していると考えて説明した児童もいた。目に見
えない物を存在しているとして説明することは難
しい。 
 また，筋道立てて説明したり，実験を考えたり，
結果から考察したりすること等，論理的な思考を苦
手としている児童もいる。自分で考えて自分で決め
る力も弱い。定期的に実施している自分のことアン
ケートの結果からは，感情調整や肯定的な未来志向
の項目において，強い肯定が低い児童もいることが
分かる。 
 

本単元は，新学習指導要領第４学年 A物質・エ
ネルギーの「金属，水，空気と温度 ア金属，水
及び空気の性質について，体積の変化に着目し
て，それらと温度の変化とを関係付けて調べる活
動を通して，金属，水及び空気は，温めたり冷や
したりすると，それらの体積が変わるが，その程
度には違いがあること。 イ既習の内容や生活経
験を基に，金属，水及び空気の温度を変化させた
ときの体積の変化について，根拠のある予想や仮
説を発想し，表現すること。」を受け，児童に質的
な見方・考え方を育てることができる単元として
設定した。 
 また，国語科で培ってきた説明する力を活用し
たり，日常生活と関連させたりして指導していく
ことが効果的な単元である。 

 本単元の指導に当たっては，質的な見方ができるようにし，論理的な思考ができるようにするために，
次のような手立てを行う。 
① 一人ひとり自分で考えた実験 
論理的な思考力や自己決定・自己責任の力を伸ばすために，「仮説を立てる→実験方法を考える→実験

を行う→結果を検証する」このサイクルを繰り返す。 
② ピラミッドチャートの活用 
実験結果をまとめ考察を行う場面で，事実（結果）を構造化して一般化する思考を助けるために，ピラ

ミッドチャートを活用する。  
③ 説明場面の設定 
自分の考えをわかりやすく相手に伝えることができるようにするために，また，ものの性質やエネルギ

ーに対する概念形成を促すため，学んだことを使って児童にとってなじみのある事象を説明する場面を設
定する。 

指導の手立て 

糸崎小学校で育てようとする資質や能力                ＊  は今年度の重点項目 

①課題発見・解決能力 ②思考力・判断力・表現力    ③コミュニケーション能力 

④主体性・積極性   ⑤回復力  ⑥協調性・柔軟性  ⑦自らへの自信 

単元観 児童観 



学びに 
向かう力 
人間性等 

主体的に問題解決している。① 主体的・積極的に実験方法を考え，実験を行
おうとしている。 

 

３．指導計画とルーブリック（本時 ９/９） 

時 学習活動 
ルーブリック 資

質 

思考スキル 

（思考ツール） Ｓ Ａ 

１ 

あたためると体積が大きくな

ることを確かめる実験を行

う。 

自分の仮説を立てて

実験方法を考え，実

験を行うことができ

る。 

手順に従って，実験

を行うことができ

る。 
① 

構造化する 

（ピラミッドチ

ャート） 

２ 

空気はあたためると体積が大

きくなることを確かめる実験

を考える。 

実験の妥当性を考え

ながら，実験方法を

考えることができ

る。 

自分の仮説を立て

て，実験方法を考え

ることができる。 
① 

順序立てる 

（ステップチャ

ート） 

３ 

自分の考えた実験を行う。

  

いくつかの実験結果

を結びつけて結論を

導き出すことができ

る。 

実験を行うことがで

きる。 

自分の実験結果から

結論を導き出すこと

ができる。  

⑤ 

構造化する 

（ピラミッドチ

ャート） 

４ 

空気はあたためると体積が大

きくなることを確かめる実験

を行う。   

実験結果や現象につ

いて温度と体積に着

目して説明すること

ができる。 

手順に従って，実験

を行うことができ

る。 
① 

構造化する 

（ピラミッドチ

ャート） 

５ 

水はあたためると体積が大き

くなるかどうかを確認する実

験を考える。  

実験の妥当性を考え

ながら，実験方法を

考えることができ

る。 

自分の仮説を立て

て，実験方法を考え

ることができる。

  

① 

順序立てる 

（ステップチャ

ート） 

６ 

自分の考えた実験を行う。

  

いくつかの実験結果

を結びつけて結論を

導き出すことができ

る。 

実験を行うことがで

きる。 

自分の実験結果から

結論を導き出すこと

ができる。  

⑤ 

構造化する 

（ピラミッドチ

ャート） 

７ 

金属はあたためると体積が大

きくなるかどうかを確認する

実験を考える。 

実験の妥当性を考え

ながら，実験方法を

考えることができ

る。 

自分の仮説を立て

て，実験方法を考え

ることができる。

  

① 

順序立てる 

（ステップチャ

ート） 

８ 

自分の考えた実験を行う。 いくつかの実験結果

を結びつけて結論を

導き出すことができ

る。 

実験を行うことがで

きる。 

自分の実験結果から

結論を導き出すこと

ができる。  

⑤ 

構造化する 

（ピラミッドチ

ャート） 

９ 

本

時 

身の回りの現象について，学

習したことを使って説明す

る。◎ 

選択した事象以外の

事象についても，温

度と体積を関係づけ

て説明することがで

きる。 

自分の選んだ事象に

ついて，温度と体積

を関係づけて説明す

ることができる。 
⑤ 

構造化する 

（ステップチャ

ート，ピラミッド

チャート） 



４．授業構成図 
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思考スキル「構造化する」 

↓ 

思考ツール ステップチャー

ト，ピラミッドチャート 

 

本
時
の
ね
ら
い 

身
の
回
り
の
事
象
に
つ
い
て
、
学
習
し 

た
こ
と
を
使
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

（
相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
話
の
中
心
を

明
確
に
し
て
構
成
を
考
え
説
明
す
る 

こ
と
が
で
き
る
◎
） 

（
自
己
理
解
・
自
己
管
理
能
力
★
） 

目
指
す
子
ど
も
の
姿 

Ｓ 

選
択
し
た
事
象
以
外
の
事
象
に

つ
い
て
も
、
温
度
と
体
積
を
関
係

づ
け
て
説
明
し
て
い
る
。 

Ａ 

自
分
の
選
ん
だ
事
象
に
つ
い

て
、
温
度
と
体
積
を
関
係
づ
け
て

説
明
し
て
い
る
。 

課
題
を
見
出
す
場
面 

対
象
と
既
有
の
知
識
と
の
「
ズ
レ
」

を
認
識 

十
月 
十
八
日
（
金
） 

五
校
時 

 

指
導
者 

森
光 

哲
也 

三
原
市
立
糸
崎
小
学
校 

四
年
一
組 

 

理
科
「
物
の
体
積
と
温
度
」 

第
九
時 授

業
構
成
図 

対
象
と
既
有
の
知
識
と
を
関
連
づ
け
，

対
象
が
生
じ
る
原
因
を
類
推 

⑤
自
力
解
決
を
す
る
。 

Ｔ
自
分
の
考
え
を
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し

ょ
う
。 

◇留

自
分
の
考
え
が
持
て
な
い
児
童
に

は
、
思
考
ツ
ー
ル
で
論
を
整
理
す
る

よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。 

 
⑥
チ
ー
ム
内
で
交
流
す
る
。 

Ｔ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
意
見
を
ま
と
め

て
ま
し
ょ
う
。 

・
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
論
を
簡
単
に
書

く
。 

 

⑦
全
体
で
交
流
す
る
。
◎ 

Ｔ
一
人
が
残
っ
て
説
明
で
す
。
後
の
２

人
は
他
の
チ
ー
ム
の
説
明
を
聞
き
に

行
き
ま
し
ょ
う
。 

・
１
回
２
分
で
説
明
や
質
問
を
行
う
。 

 

⑧
す
べ
て
の
事
象
の
理
由
に
つ
い
て
チ

ー
ム
内
で
説
明
し
合
う
。
★ 

◇留
説
明
が
難
し
い
場
合
は
、
そ
の
説
明

を
し
た
チ
ー
ム
の
人
に
教
え
て
も
ら

う
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。 

 

⑨
学
習
の
ま
と
め
を
す
る
。 

Ｔ
空
気
の
性
質
を
利
用
し
た
も
の
、
あ

る
い
は
原
因
だ
っ
た
も
の
は
ど
れ
で

す
か
。 

Ｃ
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
が
パ
ン
パ
ン
で
す
。 

・
水
の
性
質
が
原
因
の
も
の
、
金
属
の

性
質
が
原
因
の
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
発

表
す
る
。 

 

⑩
学
習
の
振
り
返
り
を
す
る
。 

Ｔ
今
日
の
振
り
返
り
を
ノ
ー
ト
に
書
き

ま
し
ょ
う
。 

Ｃ
今
日
は
Ｓ
で
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

聞
い
て
く
れ
た
人
が
み
ん
な
わ
か
っ

た
と
い
っ
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。
自

分
の
チ
ー
ム
の
人
に
説
明
す
る
と
き

は
ど
き
ど
き
し
ま
し
た
。
で
も
、
わ

か
っ
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。 

見
通
し
や
実
行
方
法
を
発
想
す
る
場

面 

引
き
出
し
た
い
具
体
的
な
表
現 

Ｓ 

～
～
に
つ
い
て
も 

温
め
る
→
体
積
が
大
き
く
な
る 

で
説
明
で
き
ま
す
。 

 Ａ 

温
め
る
→
体
積
が
大
き
く
な
る 

 

か
ら
で
す
。 

深
い
学
び
の
視
点 

①
既
有
知
識
を
関
連
付
け
て
考
え
、

一
階
層
上
の
知
識
を
得
る
。 

②
獲
得
し
た
知
識
を
汎
用
的
に
活

用
す
る
。 

③
学
習
の
目
的
を
、
よ
り
高
い
目
的

に
価
値
づ
け
る
。 

①
説
明
す
る
事
象
を
見
る
。 

Ｔ
今
日
は
い
ろ
い
ろ
な
事
象
を
見
せ

ま
す
。
そ
し
て
、
ど
う
し
て
そ
う

な
る
の
か
を
説
明
し
て
も
ら
い
ま

す
。 

Ｃ
え
ー
。 

Ｃ
難
し
そ
う
。 

（
体
験
・
動
画
な
ど
で
提
示
） 

・
試
験
管
の
石
け
ん
膜
が
ふ
く
ら
む 

・
流
し
が
ボ
コ
ン
と
音
を
た
て
る 

・
電
車
の
ガ
タ
ン
ゴ
ト
ン 

・
ふ
た
が
開
け
や
す
く
な
る 

・
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
が
パ
ン
パ
ン 

・
温
度
計 

Ｔ
さ
て
、
こ
れ
ら
は
ど
う
し
て
そ
う

な
る
の
か
な
？ 

Ｃ
わ
か
っ
た
ぁ
。 

Ｃ
こ
れ
な
ら
説
明
で
き
そ
う
。 

 

②
学
習
課
題
を
立
て
る
。 

Ｔ
今
日
の
課
題
は
？ 

  
 

   

③
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定
す
る
。 

Ｔ
今
日
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
ど
う
し

ま
す
か
。 

Ｃ
ぼ
く
は
、
自
分
が
選
ん
だ
も
の
に

つ
い
て
説
明
が
で
き
た
ら
Ａ
だ
と

思
い
ま
す
。 

Ｃ
わ
た
し
は
、
き
い
て
い
る
人
が
納

得
で
き
る
説
明
が
で
き
た
ら
Ｓ
だ

と
思
い
ま
す
。 

 

④
グ
ル
ー
プ
分
け
と
説
明
の
方
法
を

聞
く
。 

Ｔ
自
分
が
説
明
し
た
い
現
象
で
チ
ー

ム
を
作
り
ま
す
。 

◇留

可
能
な
限
り
１
事
象
３
人
に
す

る
。 

Ｔ
１
人
が
説
明
で
残
る
。
２
人
が
他

の
チ
ー
ム
の
説
明
を
聞
く
。
３
回

繰
り
返
し
て
、
全
部
の
チ
ー
ム
の

説
明
を
聞
く
。 

学
習
課
題 

身
の
回
り
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

学
習
し
た
こ
と
を
使
っ
て
説
明
し

よ
う
。 



５．思考ツール 

 

      びんの蓋が開けやすくなる                                流しがボコンと音をたてる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

             電車のガタンゴトン 

ビンのふたは金属でできている 

金属はあたためると体積が大きくなる 

ふたをあたためると，ビンとふたの間

にすきまができる 

あけやすくなる 

シンクは金属でできている 

金属はあたためると体積が大きくなる 

お湯を流すとシンクが大きくなる 

金属の板がゆがんでボコンと音がなる 

レールは金属ででき

ている 

レールとレールの間

には隙間がある 

隙間に車輪が落ちて

ガタンゴトンと音が

する 

金属はあたためると体

積が大きくなる 

夏はレールの間が短く

なる 

金属は冷やすと体積が

小さくなる 

冬はレールの間が長く

なる 

夏は音が小さくなる 

冬は音が大きくなる 


